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研究成果の概要（和文）：　産業集積の構築に関する「建築論」の1つであるフローチャート・アプローチで
は、産業集積の建設フローである組織部門（セグメント）の構築に着目した。ここで、立地論と経営論の結論を
建築論（建設フロー）に導入し、セグメント構築の配列(順序)を決める。「立地論」の空間経済学の基本モデル
は、組織の組織部門の形成の配列の優先順位を与え、第1の配列が輸送費の削減であり、第2の配列が固定費用の
削減である。「経営学」のイノベーションの活性化のための第3の配列が、セグメント構築である。

研究成果の概要（英文）：　The paper established a flowchart approach in the theory of architecture 
for the building of an industrial agglomeration.  The segments of an industrial agglomeration 
consist of physical infrastructure, institutions, human resources and living conditions, including 
cultural elements.  Economies of sequence are defined the ordered construction of segments in a 
sequence within a finite cost.  This sequencing is incorporated into the flowchart approach.  The 
models of the new economic geography provide conditions for the flowchart approach in that the first
 and second segments of the flowchart comprise those segments that contribute to a reduction in 
transport costs and a reduction in fixed costs, respectively.  

研究分野： 開発経済学

キーワード： シークエンス経済の存在分析　投資阻害要因分析　投資促進効果　輸出効果分析　バリューチェーン形
成分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は、第1に、集積理論を立地論、構築論、地理的経営論の3分類した。第2に、農食観光産業の集積が
セグメントから構成されることを示し、その構築の配列（シークエンス）を示した。第3に、シークエンスの経
済に関して計量分析する手法を開発した。第4に、農食観光産業の集積政策の実施のマニュアルを策定した。社
会的意義は、地域開発に関して、農食観光産業の集積構築による実践的政策実施のマニュアルを策定した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2000 年以降、先進国、開発途上国ともに経済政策の中核に産業クラスター理論を導入するケ

ースが多く見られた。その理論の一端を担った空間経済学は、独占的競争モデルに固定費用を導

入し、「産業集積」を分析した。ダイヤモンド理論は、「イノベーション」のための産業集積の静

態的な要因分析を行った。フローチャート・アプローチは、クラスターの組織部門（セグメント）

の形成過程という「時間軸」を導入することにより、「産業集積」と「イノベーション」の 2段

階の過程を推進させるための実践的な分析手法を提示した。この成果は、Kuchiki、Mizobe、

Gokan(2017)と溝辺・朽木（2015）にある。 
しかしながら、フローチャート・アプローチは、空間経済学との理論的なつながりが不明で、

その際に導入された「シークエンスの経済」の概念の核となる組織部門（セグメント）の形成理
論が実証されていないことから、産業化や企業投資が進展せず、中所得の罠に陥る主因ともいえ
る。セグメントとは、道路や港などの経済インフラや法制度、人材等の産業集積に不可欠な組織
や機関である。「シークエンスの不経済」とは、セグメントの形成過程の順序が確立されておら
ずインフラ集積の順番を間違えると経済効率が悪化し、産業化が進展しないことである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中所得国の「罠」に陥った開発途上国向けに、所得向上と雇用創出に資する

『農・食・観光クラスター』の実践的なプロトタイプ・モデルを構築することである。この目的
達成のため「空間経済学」と産業クラスターの「ダイヤモンドアプローチ理論」に「シークエン
スの経済」概念を応用して、プロトタイプ・モデル構築に必要な理論的、実証的研究を行う。 
 
３．研究の方法 
(1)アジア：農・食・観光クラスター形成実態調査 
・対象国：ベトナム（ラムドン省）、ミャンマー（南シャン州）、韓国（全南宝城郡） 
・調査内容：農村資源を活用した新興の観光地域として脚光を浴びるベトナムと韓国における観
光資源の潜在力と農業資源及び食品企業の進出上の課題分析を中心に調査する。特にベトナム
のダラットは日本の中小食品企業が投資を開始しており、投資促進要因の解析を通じて、農・食
と連携したクラスター形成の実施手順を明確にする。 
・ミャンマーは、経済体制の移行下における後発国の農・食・観光クラスター構築上の課題と実
施インパクトを明らかにする。また、日本企業の農業及び食品分野での企業進出の可能性と投資
環境整備の必要性を産業集積の観点から明らかにすると共にその課題を抽出する。 
・韓国では 2005 年から農業分野において特産物を中心とした産業クラスターの造成を政策的に
推進している。これまで 90 か所以上の事例が展開されており、優秀事例を取り上げ、成功要因
および地域経済への波及効果について分析する。 
(2)ラテンアメリカ：グリーンツーリズムと関連産業形成プロセス実態調査 
・対象国：コスタリカ 
・中米におけるグリーンツーリズム発祥地域であるコスタリカにおける観光クラスターの形成
実態と有機コーヒー栽培との組み合わせによる輸出促進効果の関連性を分析する。 
(3)日本：沖縄の離島における農・食・観光クラスター実態調査 
・離島振興策として整備された八重山地域における空港インフラ整備による開発効果とクラス
ター形成実態調査を行い、沖縄本島以外における観光クラスター構築の可能性と課題を把握す
る。 
 
４．研究成果 
(1)概要 
 厳密な産業政策は、動学的な幼稚産業の保護である。産業集積政策は、狭義の産業政策ではな
く、地域開発政策である。藤田によれば、集積が、その地域でイノベーションを可能するとマイ
ケルポーターの意味で産業クラスターになる。すなわち、第 1段階が集積、第 2段階がクラスタ
ーである。 
 そこで、第 1段階の集積を形成するには、3つの理論が不可欠である。立地論、構築論、地理
的経営論である。立地論が空間を考慮するのに対して構築論は時間を考慮する。立地論の先行研
究は、Von Thunen に始まり、空間経済学へと発展した。集積のイノベーション活性化の経営を
考察するのが「地理的経営」である。経営の現在の最重要課題がイノベーションである。本研究
が完成を目指すのが、集積の「構築論」である。 
 集積の議論において、3論が必要である。ただし、地域開発においては立地が決まり、その経
営の目標がイノベーションである時の「構築論」の議論が十分でなかった。本研究はこの構築論
を確立することを目指し、試論を打ち出した。 
 構築論は、動態的な集積の形成過程である。この際に「シークエンスの経済」が、地域開発を
成功させるかどうかを決定的にする。①集積のセグメントの確定、②その構築の順序付け、③フ
ローチャートの完成に関する基本設計、詳細設計、ワークフローの完成が必要であることが認識
された。 



 構築論に関して、産業集積を構築する場合に、Segment（組織部門）の構築過程が重要である。
構築に際して基本設計をし、構築過程で実施設計が必要となる。したがって、構築過程での
Segment 構築の「Sequencing」が重要であり、これを間違えると産業集積を完成できない。この
場合を「シークエンスの不経済」と呼ぶ。そして、「シークエンスの経済」を合成し、集積を完
成させるプロトタイプな場合をフローチャートと呼んだ。 
 第 1に、国内外における農・食・観光クラスター形成事例の収集と地域別クラスターの類型化
研究（アジア型、ラテンアメリカ型及び日本型への類型化）に関して、アジア型と日本型は、日
本の沖縄県観光産業クラスターのプロトタイプを見出した。第 2に、クラスター形成による地域
開発効果の解析研究に関して、バリューチェーン形成分析（生産→流通→加工→販売の各プロセ
スにおける付加価値の計測と構図化）と雇用創出・所得向上に関する効果分析、農畜産物の国際
市場向け輸出効果分析（線形モデル分析）、文化的要因の関連性分析と地域的妥当性を中心とす
る定性的な評価・検証、投資促進効果の検証と投資阻害要因分析を実施した。第 3に、シークエ
ンス経済の存在分析（証明）に関して、計量評価：グレンジャー・テスト及び二項ロジスティッ
ク回帰分析のうちで Granger Causality Test は、パイロット・モデルを開発した。統計的評価
としてヒアリングとアンケート調査データを基にした統計分析を沖縄、アルゼンチンで実施し
た。 
 
(2)個別成果 
 本研究の目的に対して、「シークエンスの経済」を証明する計量的な手法を検討することであ
り、本研究は、計量的な手法としてダミー変数を使用する場合の使用法を示した。また、Granger 
causality test における使用法を検討する。日本の京都市の農・食・観光集積を事例とした。
得られた結論として、集客への「京都駅の整備」は、京都市への観光客誘致の先行条件となる。
つまり、空間経済学における輸送費の削減が人の集積の条件となる。集積の発展のある段階では
「ブランドの確立」が有効である。近年はインターネットの普及により情報の発信が効果的であ
る。 
①今期において産業集積論として、立地論、地理的経営論に加えて構築論を打ち立てた。構築論
は、産業集積の構築論は、基本設計と詳細設計から始まる。詳細設計において産業集積のセグメ
ントの建築フローが必要となる。この構築は、どこに立地するかという立地論と立地して何を目
的に運営するかにより異なる。「シークエンスの経済」とフローチャート・アプローチを定義し
た。 
②産業集積の業種として、製造業、情報通信産業、観光業、農・食・観光産業などを考察した。
ベトナム・ダラット、京都市、つくば、中部国際空港などの事例を説明した。 
③Dummy 手法と Granger causality test 手法を検討した。セグメントの構築フローにおいては、
「シークエンスの経済」に関する計量的な検証の研究の深化を必要とする。今期において
Granger causality test と Dummy variables による手法を適用した。計量的な手法への結論と
京都市の農・食・観光集積に関する結論を示した。 
 
(3)研究の発展性 
 第一に、立地論と構築論の関係、構築論と地理的経営論との関係を今後明らかにする必要があ
る。そのための、具体的なアプローチとして、以下の計量分析の実施が求められるだろう。 
①Granger causality test：セグメントの特定化、そのシークエンシング、Lag の特定化、双方
向性の検討。 
②Dummy variables ：タイムトレンドの変数の作り方、ダミー変数のつけ方の検討。 
これらの手法は試行的な段階であり、今後は様々なヴァリエーションへの対応を考える必要が
ある。 
 そして、産業集積の業種として、製造業、情報通信産業、観光業、農・食・観光産業などの集
積を構成するセグメント（組織部門）の特定化が研究の課題として残る。特に、「広義の輸送費」
が空間経学で重要な変数である。輸送に係るセグメントが第 1の課題である。また、産業構造の
高度化とともに「文化」に係るセグメント、ブランディング戦略が不可欠となる。また、ハード
だけではなく、ソフトの制度のセグメントが同様に不可欠である。これらのセグメントを特定化
した後に、「シークエンスの経済」を考察する必要がある。最後に、都市経済学、経済地理学、
建築学などとの関連による構築学の深化を目指す必要がある。 
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